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第
４

回
定

例
議

会
は

１
２
月
７
日
（
水
）
開
会
で
す

請
願

・陳
情

は
１

１
月
３

０
日

（
水
）ま

で
に
。

外
国
企
業
が
、
進
出
先
の
政
府
な
ど
の

政
策
で
損
害
を
被
っ
た
と
判
断
す
れ
ば
国

際
仲
裁
機
関
に
訴
え
、
損
害
賠
償
を
請

求
で
き
る
─
─
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
に
あ
る
Ｉ

Ｓ
Ｄ
条
項
は
、
外
国
企
業
の
投
資
利
益

を
最
大
の
基
準
と
し
、
暮
ら
し
や
環
境
を

守
る
ル
ー
ル
を
ね
じ
曲
げ
、
国
家
主
権
を

あ
か
ら
さ
ま
に
侵
害
す
る
仕
組
み
で
す
。

参
院
選
で
、
農
村
地
帯
で
あ
る
東
北
・

甲
信
越
の
１
人
区
で
野
党
共
同
の
候
補

が
勝
利
し
た
の
も
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
推
進
し
、

農
協
・農
政
「改
革
」
に
突
き
進
む
安
倍

政
権
へ
の
不
信
・怒
り
の
審
判
で
も
あ
り
ま

し
た
。

日
本
共
産
党
は
こ
の
６
年
間
、
ス
ト
ッ

プ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
た
め
に
国
会
内
で
も
、
地
域

で
も
、
多
く
の
農
業
・市
民
団
体
や
他
の

野
党
と
力
を
あ
わ
せ
て
き
ま
し
た
。
最
大

の
山
場
を
迎
え
て
い
る
な
か
批
准
阻
止
の

た
め
に
最
後
ま
で
全
力
を
つ
く
し
ま
す
。

日
本
共
産
党

「
携
帯
ペ
ー
ジ
」

８
月
１
０
日
に
お
こ
な
わ
れ
た
市
議

会
臨
時
議
会
で
の
正
副
議
長
選
で
、
新

し
い
議
長
に
当
選
し
た
川
上
博
議
員
と

副
議
長
に
当
選
し
た
小
森
敏
雄
議
員
が

支
持
依
頼
の
議
員
宅
訪
問
の
際
に
品
物

を
持
参
し
た
疑
い
が
あ
る
と
の
発
言
が

議
会
本
会
議
で
出
さ
れ
ま
し
た
。

翌
日
の
新
聞
各
紙
は
「
メ
ロ
ン
が
一
部

の
議
員
に
届
け
ら
れ
た
」と
報
じ
ま
し
た
。

市
議
会
は
８
月
１
６
日
、
「
市
議
会

議
員
倫
理
審
査
特
別
委
員
会
」
を
設
置

し
、
疑
惑
の
調
査
を
始
め
ま
し
た
。
特
別

委
員
会
は
、
こ
れ
ま
で
１
１
回
開
催
し
、

こ
の
中
で
川
上
議
員
も
洋
菓
子
の
持
参

を
認
め
ま
し
た
。
調
査
は
現
在
も
継
続

し
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

川
上
博
議
員
と
小
森
敏
雄
両
議
員
の

行
為
は
公
選
法
違
反
で
す
。
こ
れ
ま
で

も
議
長
選
に
か
ら
ん
で
金
品
の
動
き
が

噂
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
回
の
よ
う
に
表
に

出
た
の
は
初
め
て
で
す
。

こ
の
よ
う
な
悪
し
き
慣
習
を
な
く
し
、

清
潔
な
市
議
会
に
す
る
た
め
に
は
疑
惑

の
徹
底
解
明
が
必
要
で
す
。

日
本
共
産
党
の
金
子
卓
議
員
は
特
別

委
員
会
の
調
査
で
は
限
界
が
あ
る
の
で
、

倫
理
審
査
特
別
委
員
会
を
地
方
自
治
法

第
１
０
０
条
に
基
づ
く
「
１
０
０
条
委

員
会
」に
移
行
す
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

両
議
員
は
自
ら
辞
職
す
べ
き
で
す
。

「Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
『成
長
戦
略
』の
柱
」と
安

倍
首
相
は
言
い
ま
す
。

し
か
し
、
安
倍
政
権
の
『成
長
戦
略
』で

利
益
を
得
て
い
る
の
は
ご
く
一
部
の
大
企

業
や
富
裕
層
で
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
そ
れ
を
さ

ら
に
ひ
ど
く
し
、
大
多
数
の
国
民
は
暮
ら

し
を
守
る
ル
ー
ル
が
弱
め
ら
れ
、
国
の
主

権
ま
で
脅
か
さ
れ
ま
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
農
業
問
題
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
協
定
は
２
４
分
野
に
関
わ
り
、

そ
の
影
響
は
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
及
び
ま
す
。

多
国
籍
企
業
の
利
益
拡
大
の
じ
ゃ
ま
に
な

る
仕
組
み
や
ル
ー
ル
は
『非
関
税
障
壁
』と

し
て
撤
廃
さ
れ
ま
す
。
国
民
に
と
っ
て
は

百
害
あ
っ
て
一
利
な
し
で
す
。

日
本
共
産
党
の
志
位
委
員
長
は
１
０

月
１
８
日
、
日
露
領
土
問
題
に
関
す
る

提
言
「日
露
領
土
交
渉
を
ど
う
打
開
す
る

か
」を
発
表
し
ま
し
た
。

【
提

言
の
概

要
】

一
、
歯
舞
、
色
丹
の
「
２
島
先
行
返
還
」
は

あ
り
う
る
こ
と
だ
が
、
そ
の
場
合
は
、
中
間

的
な
条
約
と
結
び
つ
け
て
処
理
す
る
こ
と
と

し
、
平
和
条
約
は
、
領
土
問
題
が
最
終
的
な

解
決
に
い
た
っ
た
段
階
で
締
結
す
べ
き
で
あ
る
。

二
、
こ
の
６
０
年
間
に
わ
た
っ
て
、
日
露
領

土
問
題
が
前
進
し
て
こ
な
か
っ
た
の
は
、
「
国

後
、
択
捉
は
千
島
列
島
に
あ
ら
ず
。
だ
か
ら

返
還
せ
よ
」
と
い
う
日
本
政
府
の
主
張
が
、

歴
史
的
事
実
に
て
ら
し
て
も
、
国
際
法
的
に

も
、
通
用
し
な
い
主
張
だ
っ
た
こ
と
に
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
正
面
か
ら
認
め
、
領
土
交
渉
の

方
針
の
抜
本
的
な
再
検
討
を
お
こ
な
う
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

三
、
日
露
領
土
問
題
の
根
本
は
、
「
領
土
不

拡
大
」
と
い
う
第
２
次
世
界
大
戦
の
戦
後
処

理
の
大
原
則
を
踏
み
に
じ
っ
て
、
「
ヤ
ル
タ
協

定
」
で
「
千
島
列
島
の
引
渡
し
」
を
決
め
、
そ

れ
に
拘
束
さ
れ
て
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和

条
約
で
「
千
島
列
島
の
放
棄
」
を
宣
言
し
た

こ
と
に
あ
る
。
こ
の
戦
後
処
理
の
不
公
正
に

い
ま
こ
そ
正
面
か
ら
メ
ス
を
入
れ
る
べ
き
で
あ

る
。

政府・与党は、ＴＰＰ協定案・関連法案をしゃにむに強行しようとしています。

しかし、交渉経過資料は「黒塗り」にされ、輸入米価格偽装問題の解明も

されていないなど、国会審議の前提を欠いたままの審議となっています。

●
遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
の
表

示
が
危
う
く
な
り
、
食
の
安

全
が
脅
か
さ
れ
ま
す
。

●
医
薬
品
の
価
格
が
高
く
な
り
、

医
療
保
険
制
度
が
危
う
く
な

り
ま
す
。

●
保
険
や
共
済
の
分
野
に
ア
メ

リ
カ
企
業
の
参
入
を
許
し
、

支
配
さ
れ
ま
す
。

●
外
国
の
安
い
製
品
や
労
働
力

が
入
り
、
仕
事
や
雇
用
が
奪

わ
れ
ま
す
。

●
国
有
企
業
や
自
治
体
の
仕
事

が
多
国
籍
企
業
に
開
放
さ
れ

ま
す
。
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８
月
３
０
日
に
開
会
さ
れ
た
第
３
回

定
例
議
会
は
最
終
日
の
９
月
２
０
日
、

各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
条
例
改

正
案
と
補
正
予
算
案
、
請
願
・
陳
情
の
審

査
結
果
、
ま
た
新
た
に
設
置
さ
れ
た
予

算
決
算
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
決

算
認
定
の
審
査
結
果
が
本
会
議
で
報
告

さ
れ
、
採
決
し
閉
会
し
ま
し
た
。

決
算
認
定
で
日
本
共
産
党
の
金
子
卓

議
員
は
、
平
成
２
７
年
度
の
一
般
会
計

決
算
に
反
対
す
る
討
論
の
中
で
、
「
高
い

国
民
健
康
保
険
税
が
払
え
ず
、
介
護
保

険
料
も
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

５
７
億
円
と
膨
大
な
金
額
に
積
み
増
し

し
て
い
る
財
政
調
整
基
金
を
使
い
、
国
保

財
政
へ
の
繰
り
入
れ
を
増
や
し
、
ま
た
介

護
保
険
料
の
大
幅
引
き
上
げ
な
ど
で
な

く
、
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
使
う

べ
き
」
「
差
し
押
さ
え
件
数
が
毎
年
増
加

し
て
い
ま
す
。
悪
質
滞
納
者
が
こ
の
よ
う

に
増
え
る
わ
け
は
あ
り
ま
せ
ん
。
住
民
の

生
活
実
態
を
よ
く
聞
き
、
生
活
再
建
な

ど
親
身
に
対
応
す
る
相
談
・
収
納
活
動
に

転
換
す
べ
き
で
あ
り
、
県
租
税
債
権
管

理
機
構
へ
の
徴
収
移
管
は
や
め
る
べ
き
」

と
の
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
高
い
国
保
税
の
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
、
介
護
保
険
料
を
大
幅
に

引
き
上
げ
た
介
護
保
険
特
別
会
計
、
簡

易
水
道
特
別
会
計
、
戸
別
浄
化
槽
整
備

特
別
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
、
高
す
ぎ
る
水
道
料
金
の
上
水
道
事

業
会
計
に
反
対
し
ま
し
た
。

今
議
会
に
提
出
さ
れ
た
、
「
教
育
予

算
の
拡
充
を
求
め
る
請
願
」
と
「
市
道
③
ー

９
７
５
号
線
早
期
全
面
開
通
に
関
す
る

請
願
書
」
は
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
、

「
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
」

を
内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
関
係
大
臣
に
提

出
す
る
こ
と
を
議
決
し
ま
し
た
。

市
議

会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
で

一
般

質
問

の
録

画
が
見
ら
れ
ま
す金子卓議員

９月１４日に質問

９
７
８
年
に
営
業
運
転
を
開
始
、
今
年

の
１
１
月
で
３
８
年
に
な
る
老
朽
原
発

で
す
。

東
日
本
大
震
災
時
、
東
海
第
二
原
発

は
、
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
用
の

海
水
ポ
ン
プ
電
動
機
が
水
没
し
運
転
不

能
と
な
り
、
危
う
く
福
島
原
発
事
故
の

よ
う
な
事
態
に
追
い
込
ま
れ
る
危
険
な

状
態
で
し
た
。
大
震
災
後
、
県
民
の
再

稼
働
反
対
・
廃
炉
を
求
め
る
運
動
は
大

き
く
広
が
り
、
再
稼
働
反
対
の
署
名
は

３
０
万
人
に
達
し
ま
し
た
。

政
府
は
福
島
第
一
原
発
事
故
を
機
会

に
、
安
全
上
の
理
由
か
ら
原
発
の
寿
命

を
法
制
化
し
ま
し
た
。
原
則
４
０
年
で
、

２
０
年
の
延
長
を
認
め
、
最
長
６
０
年

金
子

議
員

東
海
第
二
原
発
は
、
１

運
営
管
理
会
社
「
元
気
な
郷
づ
く
り

株
式
会
社
」
の
収
支
は
、
収
入
が
合
計

で
約
１
億
４
８
０
４
万
円
、
内
訳
は
特

産
品
販
売
部
門
が
約
７
４
８
９
万
円
、

レ
ス
ト
ラ
ン
等
フ
ー
ド
部
門
が
約
６
０

３
１
万
円
、
テ
ナ
ン
ト
料
等
が
約
８
５

０
万
円
、
そ
の
他
指
定
管
理
料
を
含
む

収
入
が
約
４
３
４
万
円
で
す
。

支
出
は
合
計
で
約
１
億
４
０
７
４
万

円
、
内
訳
は
仕
入
れ
等
の
原
材
料
費
等

が
約
８
４
２
０
万
円
、
従
業
員
給
与
等

の
人
件
費
が
約
３
４
７
４
万
円
、
そ
の

他
電
気
料
・
広
告
宣
伝
費
等
の
一
般
管

理
費
が
約
２
１
８
０
万
円
で
す
。

４
～
６
月
期
ま
で
の
営
業
利
益
は
約

７
３
０
万
円
で
、
月
平
均
に
す
る
と
約

２
４
３
万
円
の
黒
字
で
す
。

わ
れ
て
い
ま
す
。

仮
に
、
再
稼
動
が
認
め
ら
れ
て
し
ま
っ

た
ら
、
年
々
老
朽
化
が
す
す
む
東
海
第

二
原
発
の
過
酷
事
故
の
不
安
を
抱
え
た

ま
ま
私
た
ち
市
民
は
さ
ら
に
２
０
年
間

も
暮
ら
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
、

再
稼
働
問
題
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の

中
に
あ
り
ま
す
。

３
０
キ
ロ
圏
内
に
位
置
す
る
常
陸
大

宮
市
と
し
て
、
東
海
第
二
原
発
の
再
稼

働
中
止
を
、
国
・
県
・
原
電
に
求
め
る
べ

き
で
す
。
市
長
の
答
弁
を
求
め
ま
す
。

市
長

答
弁

東
海
第
二
原
発
の
再
稼

働
の
条
件
と
し
て
、
新
規
制
基
準
適
合

性
審
査
の
合
格
、
延
長
認
可
、
安
全
協

定
に
よ
る
茨
城
県
と
東
海
村
の
承
認
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

今
後
、
原
子
力
規
制
委
員
会
の
新
規

制
基
準
適
合
性
審
査
に
合
格
す
る
か
、

そ
し
て
運
転
延
長
の
申
請
を
お
こ
な
う

か
ど
う
か
に
つ
い
て
注
意
深
く
見
守
り

た
い
と
思
い
ま
す
が
、
再
稼
働
の
条
件
が

そ
ろ
っ
た
と
き
に
は
運
転
開
始
か
ら
３
８

年
を
超
え
る
原
発
で
あ
っ
て
も
科
学
的
・

技
術
的
な
見
地
か
ら
安
全
で
あ
る
と
判

断
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
最
終
的
に
そ
の
判

断
を
も
と
に
国
の
責
任
で
再
稼
働
す
べ

き
と
考
え
て
い
ま
す
。

金
子

議
員

再
稼
動
を
認
め
る
と
い

う
こ
と
は
、
２
０
年
延
長
を
認
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
３
０
キ
ロ
圏
内
９
６
万

人
の
避
難
な
ど
で
き
る
わ
け
が
あ
り
ま
せ

ん
。
再
度
、
常
陸
大
宮
市
と
し
て
、
東

海
第
二
原
発
の
再
稼
働
中
止
を
国
・
県
・

原
電
に
求
め
る
こ
と
を
強
く

要
請
し
ま
す
。

と
し
ま
し
た
。
日
本
原
子
力
発
電
は
再

稼
働
の
前
提
と
な
る
新
規
制
基
準
の
適

合
性
審
査
の
申
請
を
し
ま
し
た
が
、
運

転
開
始
後
３
８
年
に
な
る
東
海
第
二
原

発
の
再
稼
動
に
あ
た
っ
て
は
、
運
転
期
間

の
延
長
の
審
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

県
議
会
で
東
海
第
二
原
発
の
再
稼
働

問
題
が
取
り
あ
げ
ら
れ
、
そ
の
中
で
、
東

日
本
大
震
災
前
の
３
年
間
で
は
１
９
回

だ
っ
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
５
以
上
の
地
震

回
数
は
、
震
災
後
１
５
３
回
を
数
え
、

県
内
で
発
生
す
る
地
震
の
状
況
が
大
き

く
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
３
０
年
以
内
に
首
都
直
下
地

震
が
発
生
す
る
確
率
は
７
０
％
と
も
言

そ
の
他

の
質

問
項

目

■
自
衛
隊
適
格
者
名
簿
提
出
に
つ
い
て

■
公
民
館
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て

■
新
し
い
文
化
財
保
存
展
示
施
設
整
備
に

つ
い
て

＊
金
子
議
員
の
一
般
質
問
全
文
と
答
弁
概
要
を

ま
と
め
た
冊
子
必
要
な
方
、
連
絡
く
だ
さ
い
。

最
終
日
、
議
会
運
営
委
員
長
か
ら

「
議
会
議
員
定
数
検
討
特
別
委
員
会
」

設
置
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

金
子

議
員
は
提
出
者
に
、
定
数
検
討
特
別
委

員
会
の
目
的
に
「
議
会
の
議
員
定
数
に

関
す
る
調
査
を
実
施
し
、
検
討
を
お
こ
な

う
」
と
あ
る
が
、
検
討
と
は
「
定
数
削
減

あ
り
き
」
な
の
か
そ
れ
と
も
「
議
員
定
数

は
ど
う
あ
る
べ
き
か
」
を
検
討
す
る
こ
と

か
と
質
問
し
ま
し
た
。
議
会
運
営
委
員

長
は
「
必
ず
し
も
定
数
削
減
あ
り
き
で
は

な
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

議
会
議
員
定
数
検
討
特
別
委
員
会
は

同
日
、
第
１
回
特
別
委
員
会
を
開
き
、

委
員
長
に
秋
山
議
員
、
副
委
員
長
に
田

沢
議
員
を
選
出
し
ま
し
た
。
特
別
委
員

会
の
委
員
は
議
長
を
除
く
議
員
全
員

（
１
９

人
）
で
す
。

金
子

議
員

８
月
１
６
日
の
市
議
会

全
員
協
議
会
で
は
、
３
月
か
ら
７
月
ま

で
の
月
別
レ
ジ
通
過
者
数
と
部
門
別
売

上
金
額
が
報
告
さ
れ
た
だ
け
で
し
た
。
４

半
期
（
４
～
６
月
）
の
収
入
額
と
そ
の
主

な
内
訳
、
支
出
額
と
そ
の
主
な
内
訳
を

明
ら
か
に
す
る
よ
う
求
め
ま
す
。

経
済

建
設

部
長

答
弁

道
の
駅
「
か
わ

プ
ラ
ザ
」
全
体
で
の
４
月
期
か
ら
６
月
期

ま
で
の
販
売
金
額
は
、
合
計
で
約
２
億

４
４
７
７
万
円
で
す
。

議
員
定

数
検

討
特

別
委

員
会

を
設

置

※注 ８月１６日に報告さ

れた部門別売上げ金額

（消費税込４月～６月計）

…農産物（テナント・ＪＡ常

陸）約８４２１万円、特産品

（直営）約７９８１万円、レ

ストラン（直営）約１６２８万

円、軽食（直営）約１１９０

万円、軽食（テナント・瑞

穂農場）約１４３９万円、店

頭食品（直営）約２２０４万

円、店頭ジェラード（直営）

約１６１４万円。

<日本共産党県議団提供>

平成２８年９月１２日 茨城県防災・危機管理課

マグニチュード５．０以上の地震回数

【東日本大震災以降】

期間：２０１１年３月１１日～２０１６年９月１１日

回数 全国：６３８回

内震央が茨城県：１５３回

【東日本大震災以前】

期間：２００８年３月１１日～２０１１年３月１１日

回数 全国：３１７回

内震央が茨城県：１９回


